
オニオコゼ（Inimicus japonicus）は，日本海側で
は新潟県以南の沿岸に分布する岩礁性底魚である．
島根県では主に刺し網や底びき網で漁獲され，漁獲
量は年間 2～ 3トン程度であるが，白身で美味なた
め高級魚として取り扱われている．
本県では，オニオコゼの資源の維持増大を図るた
めの一環として人工種苗生産と放流技術開発が行わ
れている．著者らは平成12年度～16年度にかけてこ
れらに関する基礎的研究を実施してきたが，以下の
知見を得たので報告する．
1 ）種苗生産技術開発
平成12～13年度には生物餌料の二次培養方法など
の基本的な飼育技術の見直しにより，着底魚 5万尾
以上の取り上げを，平成14年度には細菌の制御，特
にVibrio属細菌の低減を目的としたニフルスチレン
酸ナトリウムによる定期的な薬浴やいわゆる「ほっ
とけ飼育」法を導入した結果，複数の試験区での生
残率30％以上を達成した．また，平成15年度には養
殖環境改善剤を用い，薬剤使用と同等の生残率を得
ることができた．
2 ）放流技術開発
従来行われていた 1歳魚の放流に比べて低コスト
の当歳魚の放流を実施し，これらを比較することに
より，当歳魚放流の有効性を検討した． 1歳魚と当

歳魚を同程度放流した際の混獲率で比較した場合，
中間育成費の減少よりも，混獲率低下による回収尾
数の減少が相当に大きくなることが予想された．こ
のことから当歳魚放流は 1歳魚放流ほどの回収が期
待できないことが示唆された．
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